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(57)【要約】
【課題】　使用時のフィルターの機能が安定したフィル
ター構造体を提供する。
【解決手段】　フィルター構造体１１は、吸気口５４の
全体を覆うことができるフィルター２１と、フィルター
２１に対してシロッコファン５２側に取り付けられ、フ
ィルター２１を広げた状態に保持する保持手段３１と、
保持手段３１が取り付けられたフィルター２１をシロッ
コファン５２に固定する固定手段４３ｂ及び４３ｄを備
えている。保持手段３１は、中心から外方向に向かって
放射状に配置され、吸気口５４に掛け渡すように取り付
けられる枠体３２ａ～３２ｄを含む。又、隣接する枠体
３２ａ～３２ｄのそれぞれの間に形成されるスペース（
Ｓ１）であって吸気口５４に対応する部分には、保持手
段３１の中心に対して円弧状に形成された補強部材３８
が配置されている。このような構成とすることで、吸気
口３８に引き込まれるフィルター２１の変形が軽減する
。
【選択図】　　　図９
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　吸気口を有する被取付体の外方側に取り付けられるフィルター構造体であって、
　可撓性を有するシート形状の材料よりなり、広げた状態で前記吸気口の全体を覆うこと
ができるフィルターと、
　前記フィルターに対して前記被取付体の側に取り付けられ、前記フィルターを前記広げ
た状態に保持する保持手段と、
　前記保持手段が取り付けられた前記フィルターを前記被取付体に固定する固定手段とを
備え、
　前記保持手段は、中心から外方に向かって放射状に配置されると共に前記吸気口に掛け
渡すように取り付けられる複数の枠体と、前記枠体の各々に接続され、隣接する前記枠体
の間に形成されるスペースであって前記吸気口に対応する部分に配置された補強部材とを
含む、フィルター構造体。
【請求項２】
　前記吸気口は円形形状を有すると共に、前記枠体の各々は略十字形状に設けられ、
　前記補強部材は、前記中心に対して円弧形状に形成される、請求項１記載のフィルター
構造体。
【請求項３】
　前記保持手段は、前記枠体に接続されると共に前記中心から前記スペースの外方に向か
って直線状に延びる支持部材を更に含む、請求項２記載のフィルター構造体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明はフィルター構造体に関し、特に、吸気口を有する被取付体の外方側に取り付
けられるフィルター構造体に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　図１６は特許文献１で開示された従来のフィルター構造体の使用状態の概略を示した分
解斜視図である。
【０００３】
　図を参照して、台所のガスレンジ等の上方に取り付けて使用されるレンジフード７０は
、その全面側の二点鎖線で示した位置に着脱自在に取り付けられる金属フィルター７１ａ
及び７１ｂと、金属フィルター７１ａ及び７１ｂの内方に固定されたシロッコファン７２
とを備えている。シロッコファン７２はその前面部７３に吸気口７４を有し、その上方部
分が図示しないダクトに接続されている。そしてシロッコファン７２の吸気口７４を覆う
ようにフィルター構造体８１が取り付けられている。ここで、フィルター構造体８１の構
成について説明する。
【０００４】
　図１７は図１６で示したシロッコファン部分の拡大正面図であり、図１８は図１７で示
したＸＶＩＩＩ－ＸＶＩＩＩラインの拡大断面図である。
【０００５】
　これらの図を参照して、フィルター構造体８１は、可撓性を有するシート形状の材料よ
りなり、広げた状態で吸気口７４の全体を覆うことができるフィルター８２と、フィルタ
ー８２に取り付けられフィルター８２を広げた状態に着脱自在に保持する枠体８３と、枠
体８３と一体化したフィルター８２をシロッコファン７２に固定する固定具７７ａ～７７
ｄとを備えている。そして枠体８３に取り付けられたフィルター８２の一部が固定具７７
ａ～７７ｄによってシロッコファン７２の前面部７３に固定されることで、フィルター構
造体８１はシロッコファン７２に取り付けられている。
【先行技術文献】
【特許文献】



(3) JP 2016-2502 A 2016.1.12

10

20

30

40

50

【０００６】
【特許文献１】特開２００６－１７５３３９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、従来のフィルター構造体８１では、図１７で示したように、枠体８３の
間に形成されるスペース（Ｓ）に対応するフィルター８２は、シロッコファン７２の吸気
によって吸気口７４に引き込まれて変形し、フィルター８２としての機能が不安定になる
虞がある。
【０００８】
　この発明は、上記のような課題を解決するためになされたもので、使用時のフィルター
の機能が安定したフィルター構造体を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記の目的を達成するために、請求項１記載の発明は、吸気口を有する被取付体の外方
側に取り付けられるフィルター構造体であって、可撓性を有するシート形状の材料よりな
り、広げた状態で前記吸気口の全体を覆うことができるフィルターと、フィルターに対し
て被取付体の側に取り付けられ、フィルターを広げた状態に保持する保持手段と、保持手
段が取り付けられたフィルターを被取付体に固定する固定手段とを備え、保持手段は、中
心から外方に向かって放射状に配置されると共に吸気口に掛け渡すように取り付けられる
複数の枠体と、枠体の各々に接続され、隣接する枠体の間に形成されるスペースであって
吸気口に対応する部分に配置された補強部材とを含むものである。
【００１０】
　このように構成すると、吸気口に引き込まれるフィルターの変形が軽減する。
【００１１】
　請求項２記載の発明は、請求項１記載の発明の構成において、吸気口は円形形状を有す
ると共に、枠体の各々は略十字形状に設けられ、補強部材は、中心に対して円弧形状に形
成されるものである。
【００１２】
　このように構成すると、中心から同一距離における補強部材のフィルターの引き込み防
止効果が一定となる。
【００１３】
　請求項３記載の発明は、請求項２記載の発明の構成において、保持手段は、枠体に接続
されると共に中心からスペースの外方に向かって直線状に延びる支持部材を更に含むもの
である。
【００１４】
　このように構成すると、スペースにおけるフィルターの引き込み防止効果が向上する。
【発明の効果】
【００１５】
　以上説明したように、請求項１記載の発明は、吸気口に引き込まれるフィルターの変形
が軽減するため、使用時のフィルターの機能が安定する。
【００１６】
　請求項２記載の発明は、請求項１記載の発明の効果に加えて、中心から同一距離におけ
る補強部材のフィルターの引き込み防止効果が一定となるため、フィルターの取付状態が
安定する。
【００１７】
　請求項３記載の発明は、請求項２記載の発明の効果に加えて、スペースにおけるフィル
ターの引き込み防止効果が向上するため、フィルターの取付状態が更に安定する。
【図面の簡単な説明】
【００１８】



(4) JP 2016-2502 A 2016.1.12

10

20

30

40

50

【図１】この発明の第１の実施の形態によるフィルター構造体の使用状態の概略を示した
斜視図である。
【図２】図１で示したフィルター構造体の保持手段の正面図である。
【図３】図２で示したＸ部分の拡大図である。
【図４】図３で示したＩＶ－ＩＶラインの拡大断面図である。
【図５】図１で示したフィルター構造体の保持手段の背面図である。
【図６】図５で示したＹ部分の拡大図である。
【図７】図６で示したＶＩＩ－ＶＩＩラインの拡大断面図である。
【図８】図１で示したフィルター構造体のシロッコファンへの取付過程を示した概略工程
図である。
【図９】図８の（３）で示したシロッコファン部分の拡大正面図である。
【図１０】図９で示したＸ－Ｘラインの拡大断面図である。
【図１１】図１０で示したＺ部分の拡大図である。
【図１２】図９で示したＸＩＩ－ＸＩＩラインの拡大断面図である。
【図１３】図９で示したＸＩＩＩ－ＸＩＩＩラインの拡大断面図である。
【図１４】この発明の第１の実施の形態によるフィルター構造体の他の使用状態の概略を
説明するためのレンジフードの斜視図である。
【図１５】図１４で示したＸＶ－ＸＶラインの拡大断面図である。
【図１６】特許文献１で開示された従来のフィルター構造体の使用状態の概略を示した分
解斜視図である。
【図１７】図１６で示したシロッコファン部分の拡大正面図である。
【図１８】図１７で示したＸＶＩＩＩ－ＸＶＩＩＩラインの拡大断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　図１はこの発明の第１の実施の形態によるフィルター構造体の使用状態の概略を示した
斜視図である。
【００２０】
　図を参照して、台所のガスレンジ等の上方であって図示しない天井側に取り付けて使用
されるレンジフード５０は、外面が鉄板等の磁性材料よりなるシロッコファン５２を備え
ている。シロッコファン５２はその前面部５３に円形形状の吸気口５４を有し、その後方
部分は図示しないダクトに接続されている。そして吸気口５４を覆うようにしてフィルタ
ー構造体１１が取り付けられている。フィルター構造体１１は、フィルター２１と、保持
手段３１と、固定手段４３ｂ、４３ｄとを中心として構成されている。尚、フィルター２
１は、シート状の不織布であって、広げた状態で吸気口５４の全体を覆う形状を有してい
る。保持手段３１は、フィルター２１に対してシロッコファン５２の前面部５３の側に取
り付けられ、フィルター２１を広げた状態に保持している。そしてフィルター２１を保持
した保持手段３１は、磁力による吸着機能を有する磁石等の固定手段４３ｂ、４３ｄによ
ってシロッコファン５２の前面部５３の側に取り付けられている。
【００２１】
　図２は図１で示したフィルター構造体の保持手段の正面図（設置状態の下面を示す）で
あり、図３は図２で示したＸ部分の拡大図であり、図４は図３で示したＩＶ－ＩＶライン
の拡大断面図である。
【００２２】
　これらの図を参照して、保持手段３１は、中心から外方に向かって放射状に配置される
と共に、図示しない吸気口５４（図１参照）に掛け渡すように取り付けられる枠体３２ａ
～３２ｄを含んでいる。尚、枠体３２ａ～３２ｄの各々は、略十字形状に設けられている
。又、一方の対向する１対の枠体３２ａ及び３２ｃのそれぞれの端部側には、面状ファス
ナー３４ａ及び３４ｃが取り付けられている。更に、他方の対向する１対の枠体３２ｂ及
び３２ｄのそれぞれの端部側には、図示しないフィルター２１（図１参照）を貫通して保
持することができる突出片３６ｂ、３６ｄが、それぞれ枠体３２ｂ及び３２ｄと一体的に
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形成されている。
【００２３】
　そして、枠体３２ａ～３２ｄの各々の間に形成されるスペース（Ｓ１）であって図示し
ない吸気口５４（図１参照）に対応する部分には、保持手段３１の中心に対して円弧形状
に形成される補強部材３８が配置されており、補強部材３８は枠体３２ａ～３２ｄの各々
に接続されている。
【００２４】
　更に、保持手段３１は、枠体３２ａ～３２ｄに接続されると共に保持手段３１の中心か
らスペース（Ｓ１）の外方に向かって直線状に延びる支持部材３９ａ～３９ｄを含んでい
る。尚、支持部材３９ａ～３９ｄはそれぞれ図示しないフィルター２１（図１参照）を上
面から下面に貫通するように構成されている。又、支持部材３９ａの外方端部の上下の各
々には、第１の返し４０及び第２の返し４１が形成されている。このとき、第１の返し４
０の外方端部からの水平方向の距離（ｄ１）は、第２の返し４１の外方端部からの水平方
向の距離（ｄ２）よりも短くなるように設定されている。尚、支持部材３９ｂ～３９ｄに
ついては、支持部材３９ａと同様の構成であるため、ここでの説明は繰り返さない。
【００２５】
　図５は図１で示したフィルター構造体の保持手段の背面図（設置状態の上面を示す）で
あり、図６は図５で示したＹ部分の拡大図であり、図７は図６で示したＶＩＩ－ＶＩＩラ
インの拡大断面図である。
【００２６】
　これらの図を参照して、固定手段４３ｂ及び４３ｄの各々は、保持手段３１の中心に対
して対向する側であって枠体３２ｂ、３２ｄそれぞれの外方端部側に位置し、磁石４４ｂ
及び４４ｄと、磁石４４ｂ及び４４ｄを取り囲むヨーク４５ｂ及び４５ｄとから構成され
る吸着手段４６ｂ及び４６ｄとを含んでいる。そして、吸着手段４６ｂ及び４６ｄは、枠
体３２ｂ及び３２ｄそれぞれの外方端部側に対して、ヒンジ部４７ｂ、４７ｄを介して接
続されている。ヒンジ部４７ｄは、図７に示したように図示しない吸気口５４（図１参照
）の側に屈曲自在に構成されている。尚、ヒンジ部４７ｂについてはヒンジ部４７ｄと同
様の構成であるので、ここでの説明は繰り返さない。
【００２７】
　次に、図１で示したフィルター構造体のシロッコファンへの取付について説明する。
【００２８】
　図８は図１で示したフィルター構造体のシロッコファンへの取付過程を示した概略工程
図である。
【００２９】
　まず図８の（１）を参照して、図の実線で示したフィルター２１を、保持手段３１の面
状ファスナー３４ａ及び３４ｃが取り付けられた側（紙面の上方側）に取り付ける。この
とき、図の二点鎖線で示したように、保持手段３１の中心とフィルター２１の中心とをほ
ぼ一致させると共に、枠部３２ａ～３２ｄ（図５参照）の各々の先端側が、フィルター２
１の舌片部２２ａ～２２ｄの各々と対応する位置となるようにして、フィルター２１と枠
体３２ａ～３２ｄとの位置関係を調整する。それから、フィルター２１に対して、支持部
材３９ａ～３９ｄの各々を、フィルター２１の図示しない上面からその下面２３（設置状
態においては下の面）に向かって貫通させた状態とする。又、枠部３２ａ及び３２ｃのそ
れぞれの端部側においては面状ファスナー３４ａ及び３４ｃの各々にフィルター２１を取
り付ける。更に、枠部３２ｂ及び３２ｄの各々に設けられた突出片３６ｂ及び３６ｄに対
しては、フィルター２１が貫通した状態として、フィルター２１を枠体３２ａ～３２ｄに
一体化させる。
【００３０】
　次に、図８の（２）に示すように、フィルター２１がシロッコファン５２の吸気口５４
を覆うと共に、枠体３２ａ～３２ｄがシロッコファン５２とフィルター２１との間におい
て、吸気口５４に掛け渡された状態となるようにしてフィルター構造体１１をセットする
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。その際、上述したように、シロッコファン５２の外面は磁性材料よりなるため、シロッ
コファン５２に対して枠体３２ａ～３２ｄを接触させると、固定手段４３ｂ及び４３ｄの
図示しないヨーク４５ｂ及び４５ｄ（図５参照）がそれぞれシロッコファン５２に吸着す
る。
【００３１】
　そして、図８の（３）に示すように、固定手段４３ｂ及び４３ｄを介してフィルター構
造体１１をシロッコファン５２に固定して、フィルター構造体１１の取付を完了する。
【００３２】
　図９は図８の（３）で示したシロッコファン部分の拡大正面図であり、図１０は図９で
示したＸ－Ｘラインの拡大断面図であり、図１１は図１０で示したＺ部分の拡大図であり
、図１２は図９で示したＸＩＩ－ＸＩＩラインの拡大断面図であり、図１３は図９で示し
たＸＩＩＩ－ＸＩＩＩラインの拡大断面図である。
【００３３】
　これらの図を参照して、上述したようにフィルター構造体１１を取り付けると、フィル
ター２１は枠体３２ａ～３２ｄによって広げられた状態で吸気口５４を覆うように保持さ
れる。その際、枠体３２ａ～３２ｄの各々に形成されるスペース（Ｓ１）であって吸気口
５４に対応する部分には補強部材３８が配置される。そのため、シロッコファン５２の作
動によって、図１０、図１２及び図１３のそれぞれにおいて矢印で示す方向に吸気が行わ
れても、補強部材３８により吸気口５４に引き込まれるフィルター２１の変形は軽減する
。尚、補強部材３８は、上述したように保持手段３１の中心に対して円弧形状に形成され
ているため、中心から同一距離における補強部材３８のフィルター２１の引き込み防止効
果は一定に発揮される。
【００３４】
　又、本実施の形態によれば、上述したように、支持部材３９ａ～３９ｄの各々がフィル
ター２１を貫通することによって、吸気口５４へ引き込まれるフィルター２１の変形はよ
り軽減される。更に、上述したように、支持部材３９ａの第１の返し４０の外方端部から
の距離（ｄ１）は、第２の返し４１の外方端部からの距離（ｄ２）よりも短く設定される
ことで、図１１に示すように使用時におけるフィルター２１は、第１の返し４０及び第２
の返し４１のいずれにも密着状態となるため、フィルター２１の貫通穴４２は拡がりにく
くなり、使用状態は安定する。
【００３５】
　したがって、この実施の形態によるフィルター構造体１１によれば、使用時のフィルタ
ー２１の機能が安定するので、シロッコファン５２の吸気口５４の内部の汚れを効果的に
防止することが可能となる。又、フィルター２１は、面状ファスナー３４ａ及び３４ｃに
よって枠体３２ａ及び３２ｃの各々と脱着自在であるので、シロッコファン５２の使用に
よってフィルター２１が汚れた場合には、フィルター２１のみを交換し、持続してシロッ
コファン５２の汚れを防止することが可能となる。
【００３６】
　次に、上述したフィルター構造体１１の他の使用状態について説明する。
【００３７】
　図１４はこの発明の第１の実施の形態によるフィルター構造体の他の使用状態の概略を
説明するためのレンジフードの斜視図であり、図１５は図１４で示したＸＶ－ＸＶライン
の拡大断面図である。尚、フィルター構造体の構成については、先に説明したものと同様
であるので、ここでの説明は繰り返さない。
【００３８】
　これらの図を参照して、本実施の形態では、台所のガスレンジ等の上方であって図示し
ない天井側に取り付けられたレンジフード５６に備えられたシロッコファン５７は、図１
４及び図１５の（１）に示すように、シロッコファン５７の吸気口５９の周縁が前面部５
８の方向に向かって突出した周縁部６０が形成された構成となっている。このようなシロ
ッコファン５７にあっては、図１５の（２）に示すように、ヒンジ部４７ｂを吸気口５９
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の側に屈曲させる。尚、ヒンジ部４７ｄについても同様であるため、ここでの説明は繰り
返さない。このとき、上述したように、ヒンジ部４７ｂ及び４７ｄはそれぞれ吸気口５９
の側に屈曲自在に構成されているため、周縁部６０の形状に合わせて固定手段４３ｂをシ
ロッコファン５２の周縁部６０に固定することができる。このように、フィルター構造体
１１によれば、ヒンジ部４７ｂ及び４７ｄを備えることでフィルター構造体１１を固定可
能なシロッコファンの対象が広がるため、使用勝手が向上する。
【００３９】
　尚、上記の実施の形態では、天井側に設けられたシロッコファンを被取付体としている
が、被取付体は吸気口を有していれば、どの位置に取り付けられていても良い。
【００４０】
　又、上記の実施の形態では、吸気口は特定形状を有しているが、他の形状であっても良
い。
【００４１】
　更に、上記の実施の形態では、特定の材質及び形状のフィルターを用いる構成としたが
、フィルターは、可撓性を有するシート形状の材質よりなり、広げた状態で吸気口の全体
を覆うことができるフィルター機能を有するものであれば、他の材質及び形状であっても
良い。
【００４２】
　更に、上記の実施の形態では、被取付体は特定の材質から構成しているが、磁性材料以
外の他の材質から構成されていても良い。又、そのときの固定手段は、例えば粘着剤や粘
着テープ等の他の手段であっても良い。
【００４３】
　更に、上記の実施の形態では、保持手段は特定形状を有するが、被取付体の外方側に取
り付けられ、フィルターを広げた状態に保持できるのであれば、他の形状であっても良い
。
【００４４】
　更に、上記の実施の形態では、保持手段は特定数の枠体を含むと共に、枠体の各々は特
定形状に設けられているが、枠体は保持手段の中心から外方に向かって放射状に配置され
ると共に、吸気口に掛け渡すように取り付けられるものであれば、その数は他の数であっ
ても良く、又、他の形状に設けられていても良い。
【００４５】
　更に、上記の実施の形態では、保持手段はフィルターに対して脱着自在に取り付けられ
る構成としたが、保持手段とフィルターとを一体的に形成しても良い。
【００４６】
　更に、上記の実施の形態では、保持手段は支持部材を含む構成としたが、支持部材はな
くても良い。
【００４７】
　更に、上記の実施の形態では、支持部材は特定形状に構成されているが、枠体に接続さ
れると共に、枠体の中心から隣接する枠体の間に形成されたスペースの外方に向かって延
びるのであれば、他の形状であっても良い。
【００４８】
　更に、上記の実施の形態では、隣接する枠体の間の各スペースに補強部材が設けられた
構成としたが、補強部材は少なくとも１つのスペースに設けられていれば良い。
【符号の説明】
【００４９】
　　１１…フィルター構造体
　　２１…フィルター
　　３１…保持手段
　　３２ａ～ｄ…枠体
　　３８…補強部材
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　　３９ａ～ｄ…支持部材
　　４３ｂ，ｄ…固定手段
　　５２，５７…シロッコファン
　　５４，５９…吸気口
　　尚、各図中同一符号は同一又は相当部分を示す。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】
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